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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     
 
 姿勢制御は、２足立位歩行を特徴とするヒトの高度な機能の一つで、加齢による機

能不全によって転倒などの社会問題に結びつく重要な課題である。 
 これまで、上肢の随意運動を中心として主導筋の筋電位と脳波の解析によって、筋

間のコヒーレンス解析が運動ニューロンと大脳皮質運動野の制御を分析できる可能性

が報告されている。立位姿勢においては安静立位で筋間のコヒーレンス解析がおこな

われているが、転倒に関わる動的な不安定姿勢における神経筋制御機構の加齢変化は

明らかにされていない。 
そこで本研究では、高齢者の不安定姿勢におけるバランス保持に関わる神経筋制御

機構を明らかにすることで、転倒に関わる協調制御機構の破綻を早期に顕在化するこ

とでより効果的な転倒予防の介入方法を開発するための基礎資料を得ることを目的と

した。 
若年健常人ならびに高齢健常人を対象に、片脚立位ならびに前方傾斜刺激を負荷し

た際の下腿三頭筋の delta 帯ならびに beta 帯の筋間コヒーレンスを解析した。 
その結果、片脚立位においては、内側腓腹筋と外側腓腹筋、それぞれの腓腹筋とヒ

ラメ筋との間の beta 帯コヒーレンスは両脚立位に比べて片脚立位で大きく、高齢健

常人では若年健常人に比べて内側腓腹筋とヒラメ筋の beta 帯ならびに delta 帯コヒー

レンスは有意に大きく足圧中心の変動増加と相関がみられた。また、前方傾斜刺激で

は、若年健常人では傾斜刺激の程度によってコヒーレントは異なっていたが、高齢健

常人では課題難度によるコヒーレントの変化がみられなかった。 
本研究の結果から、高齢者では、片脚立位では筋間コヒーレンスを高めた協調制御

がなされたが、より随意的な前方傾斜刺激では課題の難度に応じた変調機能がみられ

ないことを明らかとし、高齢者の不安定姿勢におけるバランス保持に関わる神経筋制

御機構の変化の一端を示し、リハビリテーション領域において有益な知見を得た。 
以上の理由により、本研究は博士（リハビリテーション療法学）の学位を授与する

に相応しい価値を有するものと判断した。 
なお、本研究成果の骨子は、Experimental Brain Research：IF = 1.878 ならびに

Frontiers in Human Neuroscience：IF = 2.870 に掲載されている。 
 
 
 
 
 
 
 






